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　 阿弥陀如来根本陀羅尼の 研究
一 陀羅尼 の 類 型化か ら導か れ る成立試論

一

佐 々 木大樹

　 1　 は じめ に

　真 言宗で は 、 阿弥陀如来の 大咒の こ とを 「阿弥陀如来根 本陀羅尼」 と呼び 、 葬

儀等の 滅罪法要 に おい て 常用読誦 され る 。 こ の 陀羅尼 は 、 他 に も天 台宗や浄 土

宗 ・曹洞宗等 、 多くの 仏教宗派で 用 い られ 、 様 々 な名称で 呼ば れ て きた 。 本稿で

は 、 こ の 陀羅尼 をよ り広 い 視点か ら論 じるた め に 、 以下 、
「阿弥陀陀羅尼」 とい

う呼称で 統
一 したい と思 う。

　一 般 的 に阿弥陀陀羅尼 は 、 真言陀羅尼 の 解説 本の 中で 、 断片 的に取 り上 げ られ

る こ とが 多 くD
、 近年発表 され た松 本 ［2006］を除 き、 体系的 ・網羅的研 究 は 皆無 に

等 しい 。

　本稿 で は 、 梵 字悉曇 ・漢字音写 の み な らず 、 従来あ ま り検討 され て こ なか っ た

イ ン ド ・チ ベ ッ ト資料に も研 究範囲 を広げ 、 陀羅尼 の 類型化に もとづ き成立試論

を述 べ たい と思う。

　2　阿弥 陀陀羅尼 を収 める資料

　阿弥陀陀羅尼 に 関す る 論 考の 多くは 、 現 行 の 陀 羅尼 （＋甘露 咒等）、 お よ び その

典拠 と され る不空訳 『無量 寿如来観行供養儀軌』（大正蔵 NΩ930）の 研 究が 主で あ り、

サ ン ス ク リ ッ ト ・チベ ッ ト資料に つ い て は 、 ほ とん ど言及 さ れ て こ なか っ た2）
。

本稿で は 、 従来の 漢訳諸本 の研 究成果 に 、 筆者 が現 時点で 見出す こ とが で きたサ

ン ス ク リ ッ ト資料 3種 、 チ ベ ッ ト訳資料 5 種 を加 えて 検討 を試み た 。

　一 般 的 に 陀羅尼 は 、   経 典 に収め られ た もの （陀羅尼経）と、   陀羅尼単体の も

の と、 2種 の 流布形 態が 見い だ され る 3＞
。 阿弥陀 陀羅尼の 場合 は、特定の 経典 を

もた ず 、 基本的に陀羅尼 単体 （ある い は 多少 の 因縁 や 受持法 ・功徳 を ともな っ て ）で 流布

した もの で あり、 その 性格や 成立過程に つ い て は不詳 な部分が多い
。

【サ ン ス ク リッ ト資料】

Skt．　OArwydmitdbhan2mαdhdrani（聖 なる無量光と名づ ける陀羅尼 ；東大写本NQ345）4）
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Skt，  Aryydimitdibhanamadhdirani（reなる無量光と名づ け る陀羅尼 ： 東大写本 NQ514）5）

Skt，  Abhayakaragupta ：ムη ツ05 榔 α卿の σs2励 砌 σ 催 なる 頂尊勝母の 成就法）
6）

　 　 　 malamantra （華 鬘真言）

【チベ ッ ト訳資料】

Tib．  气町徴禰 r欄 網 磆 噌r塊 照 雹咽 碑 吶 尋ぺ噸 可
へ咽 欄

　 　 　 （
一

切如来の頂尊勝と名づ ける陀羅尼な らびに儀軌）7）

　　　補 禰 『欄 願 蝿 『饑 「『舮『
貯榊即 舞

鴨噸
一嫐 腺 の 無量寿 と名づ ける陀羅尼）

Tib，  Ngou
’
el“

’
q5N

’
詈
pa

’
ecgaZSaN

’
＆
’
nlaKN

’
sttTIN（世 尊無量光の 陀羅尼真言）

8）

Tib．  胤
w   駅 網 麹 層矧 衡 嘸 量光 の 随念）

9）

Tib．  q『“灯 〜歓閃 『蜘 w 胃 「q
置

丁冨爵气司雪燭9 『群鴨气蟹 聖なる無 量功徳の 讃嘆と名づ ける陀羅尼）10）

Tib・eGrags−P… gy・1−mt ・h・n ・r 欄 簡 塊 訂 樋 呶 》 ・・ （聖なる鱆 粥 の 麟 去）
11・

【漢訳 資料】

Ch．  鳩 摩羅什訳 『阿弥陀経』（大正蔵Ng366）12） 無量仏説往生 浄土 咒

Ch．  求那跋陀羅訳 『抜
一

切業障根本得生浄土 神咒経』（大正蔵 N Ω368）13）

Ch．  失訳 『阿弥陀仏説 咒』（大正蔵Ng369）14）

Ch．  阿 地 瞿多訳 『陀羅尼 集経』（大正蔵 Ng901）巻 二 「阿弥陀仏大思惟経説序文」
15）

　　　 阿弥陀仏大身咒

Ch，  不 空訳 『無量寿如来観行供養儀軌』（大正蔵 NQ930）16） 無量寿如来根本陀羅尼

Ch ．  法賢訳 『無量功徳陀羅尼経』（大正蔵N ・934）17）

Ch．  法天訳 『一切如来烏瑟膩沙最勝総持経』（大正蔵N Ω978）18）

　　　如 来無量寿総持法門

Ch，  菩提流志訳 『文殊師利 法宝蔵陀羅尼経』（大正 蔵N ・1185A）19） 阿弥陀如来陀羅尼

Ch．  菩提流志訳 『文殊師利宝蔵陀羅尼経』（大正 蔵N ・ll85B）20） 阿弥陀如来陀羅尼

Ch．  実叉 難陀訳 『甘露陀羅尼咒』（大正ttNg1317）21）

Ch。  智広 ・慧真編 『密咒 円因往生 集』（大正蔵 Ng　1956）22） 阿弥陀イム根本 咒

Ch   道世編 『法苑珠林』（大正WtNg2122）巻六十23） 阿弥陀咒

Ch   法照撰 『浄土五 会念仏誦経観行儀i』（大 正蔵 N Ω2827）巻 中24） 阿弥 陀咒

Ch．  菩提流支訳 『阿弥陀仏根本秘密神咒経』（卍続蔵）
25）

　　　抜
一

切業障根本得 生極楽浄土神 咒

Ch，  行琳編 『釈教最上 乗秘 密蔵陀羅尼 集』（房 山石経 ）
26）

　　　  一A 西方極楽無量光如 来根本陀羅尼　／　 
一B 無量 光如来陀羅尼

（26）
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　3　阿弥陀陀羅尼の類型化

　全 24 種の 陀羅尼 を列記 したが 、

一
口 に 「阿弥陀陀羅尼」 とい っ て も、 長短等 、

様 々 なタ イプの もの が併存して い る 。 本稿 に お い て 、
こ れ らの 阿弥陀陀羅尼 を仔

細 に比較検討 した と こ ろ 、 1〜V 類 に類型化する こ とがで きた 。

　以 下 、 まず各類型 の 基本形 を示 し 、 その 後 に 各 資料 中の 阿弥陀陀羅尼 の 本 文 を

配する こ と と した 。 各 陀羅尼 の 本文の うち 、 基本形 と比べ て 、 語句が 欠落 す る箇

所 に は 「＊＊ ＊
」 を挿入 し 、 不規則 な相異 が あ る 箇所 に は 、 下 線 　　　を付 した 。

また 相互 の 陀羅尼 が比 較 しや す い よ うに 、 陀羅尼本文 を  帰命句 、   甘露句27）
、

◎祈 願 ・成就句の 3 つ に区分 し 、 さ らに想定 され るサ ン ス ク リ ッ ト語 に した が っ

て 適宜 、 陀羅尼 中 にス ペ ー
ス を入れ た 。

［第 1 類］

  Namo ’

mitabhaya 　tathagataya，   tadyatha
，
　am 貫odbhave 　am 「ta

−sa 叩bhave

amrta −vikrante ◎svaha

Ch．  菩提流志 訳 『文殊 師利法宝蔵 陀羅尼経』（大正WhNgl185A） 阿弥陀如来陀羅尼

　　　  曩謨 弭移婆
去
野 怛他肇喀野   阻濔也言他 阿蜜哩都納 婆誉吠蹙

閉
阿弭移

　　　三
去
婆

去
吠奮

如
阿弓耶 多尾訖噛誉帝 ◎娑囀春賀

Ch ，  菩提流志訳 『文殊師利宝蔵陀羅尼経』（大正蔵NQII85B） 阿弥陀如 来陀羅尼

　　　  南謨 阿毒弭多臺婆耋野 怛他臺蘗多奉野   1旦壇他蕁阿弭多喜那 婆袁吠 阿

　　　弭多三 婆壷吠 阿弭多微乞爛諦 ◎莎訶

Ch ． 
一B 行琳編 『釈教最上 乗秘密蔵陀羅尼集』（房 山石経 ） 無量 光如来陀羅尼

　　　  曩謨
引

阿
上
弭夥 婆盍也

一
怛他

引
蘖夥

引
也

二
  阻怺 也言他望阿蜜 噪言妬納婆

　　　言吠
四

阿鰈 診 三 婆
去
吠

五
阿蜜曝 多尾訖嘴

合
帝

六 ◎娑衛
合
則

　こ の 類 は 、 無量光如来へ の 帰命句 と、 三 つ の 甘露句 と 、 成就句に よ り構成 され

る 最 も簡略 な阿弥陀 陀羅尼 で あ る 。 無量光 如来 の 徳性 と して 、 amrta （甘 露）か ら

出現 した こ とを説 くの み で 、 以 下 の III・IV ・V 類 に 見 られ る よ うな苦悩 ・罪悪

を除くとい っ た祈願句は説か れ て い ない 。

（27＞
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［第 皿類］

  Namo 　
’

ryamitabhaya 　tathagataya
，　  tadyatha，

　 amrtodbhave 　amrta −

siddhabhave 　amrta −vikranta −gamine 　gagana −kTrti−kare◎svaha ．

Ch．  鳩摩羅什訳 『阿弥陀経』（大正蔵 NQ366＞ 無量仏説往生 浄土 咒

　　　  南 無 阿彌 多婆夜 喀他伽膨夜   喀地夜他 阿彌喇毒都婆毘 阿彌喇 移悉 耽

　　　婆毘 阿彌蜊R多 毘迦蘭「多伽 彌膩 伽伽 那枳 多迦隸 ◎莎婆訶

Ch。  求那跋 陀羅訳 『抜 一 切業障根本得生浄土 神咒経』（大正蔵Ng368）

　　　  南無 阿彌多婆夜 喀窃量他伽 喀蒭堡夜   卩多地誘婁夜他 阿 彌 利 古
聲
都婆毘

五

　　　阿彌利 喀
六
悉 眈婆毘

七
阿彌利 喀

八
毘迦 蘭諦

九
阿彌利移

卜
毘迦蘭喀±伽彌膩

　　　亠伽伽 那当枳 多迦隷志◎莎婆訶去
Ch，  菩提 流支訳 『阿弥 陀仏根本秘密神咒経』（卍続 蔵）

　　　抜
一

切業障根本得生 極 楽浄土神咒

　　　  南無 阿彌多婆夜 膨窃量他伽 夥甥塗夜   移地窃篳夜 他 阿彌利古
聲
都婆毘

五

　　　阿彌利 喀
六
悉 眈婆毘

七
阿彌利 喀

八
毘迦 蘭諦

九
阿彌 利 移

＋
毘 迦蘭喀土伽 彌 膩

　　　主伽伽那圭枳 多迦隷古◎莎婆訶去

　こ の 阿弥陀 陀羅尼 は 、
「阿弥陀如 来大 咒」 あ るい は 「往生 咒」 の 呼称 で 、 禅 宗

で 常用 読誦 され る もの で あ る 。 三 資料 の 陀羅尼 は 、 音 写語 に至 る まで
一 致 してお

り、 廣川 ［198・1］が指 摘 す る よ うに最 も成 立が 古い   の 陀羅尼 が 、     に転用 さ れ

た もの と考 え られ る 。

　こ の 類 も 1類 と 同 じ く三 甘露 の 構成で ある が 、
二 つ 目の 甘 露句が 「amrta −

siddhabhave 」
28）に変 わ り、 三 句 目 も 「amrtavikranta 」 の 後 に 「gamine 」 が 、 さ

らに 「gaganaklrtikare」 の 語句が そ れ ぞ れ増広 さ れ て い る 。

［第 皿類］

  Namo 　ratna−trayaya（or； namo 　buddhaya，　namo 　dharmaya，　namo 　sam −

ghaya），
　 namo 　

’
mitabhaya 　tathagatayarhate　samyaksa 叩buddhaya，

  tadyatha，　 amrte 　amrtodbhave 　amrta −sambhave 　amrta −vikranta ・gamini

gagana −kTrti−kari　sarva −kle＄a （or：papa）−k＄aya 叩
一kari◎svaha ．

（28 ）
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Tib．  罵鰍 望解栖讐咽 贋 解 照 啻『剥
層
蜘 駅 世 尊無量光の 陀羅尼真謝

　　　  ＊＊＊ （tib：世 尊如来 阿羅 漢正 等覚 で ある 無量光仏に 帰命 し ます）  tadyatha ，　amite

　　　 amitodbhave 　a   itasarpbhave　amitavikrantakare 　amitagaganaklrdkare

　　　◎sarvakleSak ＄ayamkari 　svaha ．

Tib，  黒
咽 細 q嫻

’
趣瓢 騨 嘸 量光の 随念）

　　　  ＊＊＊ （tib：世 尊如来阿羅漢正等覚で ある 無量光仏に 帰命 します）tadyatha ，

  amite

　　　 am 詫odbhave 　　amitasa 単bhave　　  itavikr跏 £aga 認 擁　　gaganaklrtikare

　　　sarvakleSak ＄ayarpkari ◎svah 嵐

Tib．  咽 騨
胃 …璽ラ『

η讐轡
町 「『 詈粛「閃鰰3蜀弩鴨 鄲 （聖 なる無量功徳の 讃嘆 と名づ ける陀羅尼 ）

　　　  （tib：三 宝 に帰命 します）Namo 　ratnatraykya ，　namo 　bhagavate　am 重tabhaya

　　　tathagataya 　arhate 　sa 単 my3ksa 単 buddhaya，  tadyatha ，　o環 amite 　amitod −

　　　bhave　 amitasar ロbhave　 a  itay；鎚  壌　a胆ltagamini　gaganakirtikari

　　　◎sarvakleSak ＄ayamkari 　sv瀁ha．

Ch ．  失訳 『瞬弥陀仏説咒』（大正蔵蕀 369）　 阿弥陀仏説咒

　　　  那
上
謨 菩

上
陀夜雫高

反
那謨 駄囃

上
摩夜 那 謨 僧伽夜 那摩

上
阿

k
弭多婆

　　　
上
覆 夥雫

可

裔他伽
上
多夜 阿

上
囃

上
訶

上
羝 三 藐三 菩

上
陀夜   夥姪雫嵩

反
他 阿

　　　掬漸 蒔羝 灣樗葺嚠都婆
上
鼕梺薔

反 珂掬麟 尋夥三 婆
上
鼕 阿

上
弭晦 夥鼻萇

弭
迦

　　　
上
爛羝伽弭倆 伽

上
伽

上
那

上
稽震

移
喇底蔑

禰迦
上
曝 ◎婆

上
囃

上
幡波夥叉麓

我
焔迦

　　　曝纛 娑
上
鸚 可

Ch．  詞地 瞿多訳 『陀 羅尼 集経』（大驚蔵N ・901）　 阿弥 陀 仏大 身咒

　　　  那睿謨 喝囃壽瞳那書夥囃蓉夜耶
一

那書謨 阿喋耶
二

阿彌夥婆書耶
三

移他掲

　　　夥耶
四

阿囃 訶喜帝
五

三 藐三 菩駄耶
六   夥姪他

七
阿蜜哩書羝

入
阿蜜哩書夥

　　　三 婆善髀
九

阿蜜哩言都知婆呑髀
＋

阿蜜哩呑夥毘迦爛喜夥士伽彌喜泥 伽伽那

　　　主吉麗底羯 嘆主蓉◎薩婆斯波迦生書逖喋曳茜莎喜訶盗
Ch．  法賢訳 『無量功徳 陀羅尼経』（大正 蔵N ・934） 無量功徳陀羅尼

　　　  那謨
引

鑼惧那i豪怛鑼云夜
引
野

一
那莫 阿

引
哩 也云阿彌多

引
婆

引
野

二

怛他
引

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 m 　　　　　　　　ロ　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ロ

　　　識 多
引
野

三
陽囃梶零帝

引
三 潮訖 三書沒駄

引
野

四
  匿鞴 他裂賜 彌帝巽阿彌

　　　覩
引
訥婆春味宅阿彌 多三 婆 味 阿彌多尾銘薗舌

合
帝究阿彌多尾訖 蘭薪

合
多識

　　　
引
彌彌

＋
識識那計

引
哩底碁羯哩9」＋ ◎薩哩囀書訖梨呑舍生刹 煬羯 哩番曳

引
娑

　　　囀夛｝
合
賀望

』i’

Ch．  道世編 『法苑珠林』 巻六十（大正ueNQ2122） 阿弥 陀咒

（29）

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



CHISAN-KANGAKU-KAI 

NII-Electronic Library Service 

智山学報 第六十二 輯

　　　  那
上
謨 菩

上
陀夜叢雫裔那

上
謨 駄

上
囃

上
摩

上
夜

上
那

上
謨 僧伽夜 那

上
磨

上

　　　阿 弭多婆
上
夜 夥麦

可
他伽

上
多夜 阿

上
囃 訶

上
羝

上
三 藐三 菩

上
陀夜   移姪他

　　　準嵩
反

阿
上
弭 蜊羝 阿

上
弭 喇 都 婆螫叢梺島阿

上
弭 蜊夥三 婆

上
顰 阿

上
弭蜊 夥 鼻

　　　蔑
弭迦

上
禰羝伽 弭濔

五
伽

上
伽

上
那稽躄

移
喇底楚

禰
迦

上
喇

六 ◎裟
上
囃

上
鐇幾

可
幡波

　　　跛叉麓
我
焔迦

上
蜊棄羅鼇娑婆訶瓮

可

Ch．  法照撰 『浄土 五 会念 仏誦経 観行儀』（大正 蔵N ・2827） 阿弥陀咒

　　　  那
上
謨 菩

上
陀夜雫高

反
那

上
謨 駄囃

上
摩夜 那

上
謨 僧伽夜 那

上
摩 阿

上
弭多

　　　婆
上
夜 夥干高

反
他 伽

上
多夜 阿

上
囃訶

上
羝 三 藐三 菩

上
陀夜   夥姪雫嵩

反
他 阿

　　　
上
弓耶 山

上
羝 阿

上
弭蜊都鸚 鞜

反
阿弭

上
曜 多三 婆

上
鼕 阿

上
弭蜊夥鼻養

弭
迦 噛

　　　羝伽 弭 濔 伽
上
伽

上
那

上
稽震

移
鼕底夏

濔
迦

上
喫 ◎婆

上
囃

上
幡波跛叉爰

我
焔迦 嘆

　　　棄野 娑訶

　 こ の 類の 共通点は 、 四 甘露句 ある い は 五 甘 露 句 よ り成 り、 帰命句が 大 幅 に増広 、

祈願句が付加 され る と こ ろ に特徴 が ある が 、 各資料 間の 異 同は 著 しい
。

　 まず帰命句で あるが 、 チベ ッ ト訳     を除 き、 多 く三 宝帰依の 句 を説 くが 、 そ

の 中で も資 料     は 三 宝 （ratnatrayaya ）を ま とめ て 、 資料      29）は 仏 宝 （bud−

dhaya）・法宝 （dharmaya ）
・
僧宝 （sa 叩 ghaya ）を個別 に帰命す る内容 とな っ て い る 。 ま

た 無量 光如来 へ の 帰命句に つ い て も、1・II類 と比較 して 、 阿羅漢 （arhate ）や正 等

覚 者 （samyaksambuddhaya ）とい っ た 形容が 増広 され て い る 。

　 次 に 甘露句 は 、 四 甘 露が 主流 で あ るが 、 資料      は五 甘露 とな っ て い る 。 そ

の 五 甘露 の 内容 は それ ぞ れ異 な り、 資料  は V 類 と同様、 「gaganakirtikare」 を

甘 露句 の ひ とつ に数 え 、 資料  は 四 つ 目の 甘露 句 を 「vikrante 」 「gamini」 の 二

つ に分割 して い る 。 資料   で は V 類 に 見 られ る 「amrtavikrante 」 の
一

句 が増広

されて い る 。

　陀羅尼 の 末尾 に は 、 全 資料
一
貫 して 、 苦悩ある い は罪悪 の 滅 除 を祈願 す る句が

増広 されて い る 。 た だ し、 祈願句 に つ い て は二 つ の 系統が あ り、 資料         は

papa（罪悪 ・悪業 ）、 資料        は kleSa（苦悩 ・煩悩）か らの 解放 を願 う内容 に分か

れ て い る 。 こ の うち 、 papa を含む用例 は少数で あ り、 同 じく祈願句を含む IV類

お よ び V 類 で は 、 kleSaとする もの が 主流 とな っ て い る 。
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［第！V類］

  Om 　amrte 　amrtodbhave 　amrta −vikrante 　amrta −gate　amrta −vikranta−gamini

amr 耄ayur−dade　gagana −k寳耄i−kare   sarva −kle＄a−k＄ayarp −karTye　svaha ．

Skt．  ん 尠 05忽5α吻 ¢ yδs々励 砌 σ（聖なる頂尊勝母の 成就法）malamantra 嘩 鬘真言）

　　　  Om 　 amite 　 amitodbhav ¢ 　amitacakr 蠱nte 　 amitagatre 　 amitagamini

　　　a癜 £ayurdade　gaganaklrttikari◎sarvvakleSakSaya 導 kar至ye　svah 鼠

Tib．  气噸 噛『嫻 個 蝿 斡『郵宍騨期種 解 榊S贖 鴨珊 痴懲 饗鰤 欄

　　 　 ←
・
切 如来の頂尊勝 と名づ ける陀羅尼 な らびに儀軌）

　　　輔 禰 r欄 網 囃 留糊 蚤紳 雷噸 殉騨 （
一
蜘 来の 鱸 寿 と名di・trる陀観 ）

　　　  O靼　amrite 　 amritodbhave 　 amritavikrante 　 amritagate 　 amritagamini

　　　amrita ・ayurdate 　gaganakirtikare◎sarvakle6ak 爭ayarpkariye 　svaha

Tih   螂 轡 r翻紳 糟 酬 鹸
谿黛蝋 壅 な額 韓 母の 鱸 法）

　　　  0 珊 amite 　amltodbhave 　ametavikir 跏 te　amitagate 　amitag3mini 　amitayu レ

　　　dade　gaganakirmikari◎sarvvakle §ak §ayar 算kar工ye　svaha ．

Ch   法天訳 『一切如来鳥瑟膩沙最勝総持経』（大正蔵 Ng978）如来無量寿総持法門

　　　  egel陶密 哩釁帝
引

阿密哩蓉帝
弓｝

阿密 哩采覩 捺婆云吠 阿 密哩云多麗訖驪云
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ニコ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ロ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ロ　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 コ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　ロ

　　　帯
引 ＊＊＊ 阿密 哩云多識

引
彌濔

去
阿密 哩云多喩哩那云禰 識 識曩計哩 帝云羯哩

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 にm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 cr　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ロ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　　　
引 ◎薩哩囀書吉梨看

合
舍 叉演羯哩曳

引
娑囀玩

合
賀

　 こ の類 は 、 仏頂尊勝 陀羅尼系の 資料で 継承 され て きた特異 な六 甘露旬の 陀羅尼

で ある 。 三 宝や 無量光如来 に 対す る帰命句は全 く欠落 し、

〜
貫 して 「Olp」 か ら

始 ま り、 甘露句に は 、 他 に類 を冕ない 「amgtagatej や 「amgtayurdadej とい う

句が 含 まれ て い る 。

　 こ れ らの 特徴 的要素は、主 に陀羅尼 を収め る資料の 性格を反 映 した もの と考え

られ る 。 鬮類 中、 よ り古い 資料 で ある    
3D）で は 、

「極楽仏刹 の 教主 で ある無量

寿如 来 （醜r 騨騨气q贈噛r網 ）が 、 短命の 衆生 の た め に 陀羅尼 を授 け る1 とい う困

縁 を説 い て い る 。 こ の よ うな資 料 の 性 格 をうけ て 、 陀羅 尼 の 中 に 「amytayur −

dade」 が 加 え られ 、 無量寿 （amitayus ）と して の 徳性 を前面 に打 ち出すた め に 、 無

量光 （am 贓 bha）へ の 帰命句が 除か れ た もの と誰 測 され る 。
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［第 V 類］

  Namo 　ratna−trayaya，　namab 　aryamitabhaya 　tathagatayarhate　samyaksam −

buddhaya，  tadyatha
，
　 om 　amrte 　 amrtodbhave 　amrta −sambhave 　amrta −

garbhe　amrta −siddhe 　amrta −teje　amrta ・vikrante 　amrta −vikranta −gamine　amrta −

gagana −kTrti−kare　amrta −dundubhi−svare ◎sarvartha −sadhane 　sarva −karma−

kleSa國k§ayarp・kare　svaha ．

Skt，　OAryyamitdbhandimadharani（聖 なる無量光 と名づ け る 陀羅尼）

　　　　  ＊＊＊ Om 　namo 　bhagavate　amitabhaya 　tathagatayarhate　sarnmyaksar ロ
ー

　　　　buddhaya ，  tadyatha ，　 amite 　 amite 　 amitodbhave 　 amitasambhave ＊ ＊ ＊

　　　　 amitasiddhe 　amitateje 　a胆ttatej曼 amitavikrate 　amitagamine 　amitagagapa −

　　　　 klrttikare　 amitadundubhisvare 　 ◎sarvvarthasadhane 　 sarvvakarmma −

　　　　kreSak＄ayamkari 　svaha ．

Skt，  AryytZmitdbhandmadhdrani（reなる無量 光と名づ ける陀羅尼）

　　　　  ＊＊＊ Om 　namo 　bhagavate　amitabhaya 　tathagatayarhate 　samyaksam −

　　　　buddha，  tadyatha，　amrte 　am ；te　amitobhava 　amitasaipbhava ＊＊＊ amita −

　　　　simpddhe 　 amitateje 　 amitateje 　 amitavikr2ta 　 amitagamine 　 amitagagana −

　　　　kirttamkare　 amitadundubhisvare ◎sarvvarthasadhane 　 sarvvakarmma −

　　　　kreSak＄ayamkari 　svaha ．

Ch．  不空訳 『無量寿如来観行供養儀軌』（大正 蔵N ・930） 無量寿如 来根 本陀羅尼

　　　　  曩 謨
引

囃 怛曩云怛鑼 i…夜引
耶

一
曩莫

入
阿

去
哩 野云弭 夥婆耶

二
怛他

引
蘗 夥

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ロ 　 　 　 　 　 　 　 　ロ　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ロ

　　　　
引
夜

引
囃 賀

引
帝

引
三

去
藐三

去
沒 駄

引
耶

三   怛濔 也書他副庵
引

阿蜜喋言帝
五

　　　　阿蜜慄書妬
引
納婆書吠雙嬰阿 蜜噪言多三

去
婆 吠

七
阿

上
蜜噪書多蘖陛

八
阿

上
蜜

　　　　喋言多悉 第
九

阿蜜噪書多帝際農雫阿蜜陳誉多尾 訖隣誉帝±阿蜜 喋書多尾訖

　　　　隣云多識
引
弭寧型

＋
阿

上
蜜喋誉多識識曩吉底迦 臟圭阿蜜慄言多嫩

上
努批 娑囀

　　　　言卩隷古◎薩縛
引
囃他言娑

引
駄 寧査薩縛

引
羯磨訖禮玩

合
捨 乞灑書孕迦肄 娑縛睿

　　　　賀
引

Ch．  実叉 難陀訳 『甘露 陀羅尼 咒』（大正 蔵Ngl317 ）

　　　　  那 謨 蟠峨囀帝
一

阿彌 喀口多婆耶
二

怛 他羯移耶
三

阿羅訶帝
四

三 貘三 勃陀

　　　　耶
五   怛濔也 他

六
庵

七
阿彌 哩 帝

八
阿彌 哩覩蟠 吠

九
阿彌 哩移參幡吠

＋
阿

　　　　彌哩 口多羯陛± 阿彌 哩移徙 悌圭阿彌 哩移帝藝晝阿彌 哩喀尾羯ロ覽帝Et阿彌
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　　　哩驪 迦 鰍 彌媒 阿彌 醐 伽 哦慰 枳 栗底 迦規 阿彌購 訥努吠驚

　　　囀隷先◎薩婆阻他早薩陀彌三＋
薩婆枳隷捨羯叉炎迦隷 薩囀訶≡

＋

Ch．  智広 ・慧真編 『密咒円因往生集』（大正eSNg　1956） 阿弥陀仏根本咒

　　　鏃 麼 囃橢 嘴 也
引
也 捺麻 ロ阿

引
聆 捜誉ロ驪 怛

引
末

引
也 怛達

引
遏怛

引
也

　　　軻囃訶言可 薩滅三 莫喉
引
也   阻涅達

引
庵 婀密噪耄i矼 軻密喋言多納 末言永

　　　軻密噪睿阻三 末永 軻密噪召阻遏 聆崘荅
ロ阿密慄呑阻西 寧 嘲密 陳召阻研備 ロ阿

　　　密噪暮怛覓悔燐壁暮招可 軻密噪書怛覓屹隣高怛遏
引

彌 爾 ロ阿密 慄1…怛 遏遏 捺

　　　難
引
聆 帝言葛蛉 婀嗜 噪睿1旦嫩 努覓厮斡昏聆 ◎薩聆 末看

合
蛉 達書薩

引
喉爾 薩

　　　日冷末言葛聆麻言屹令言疱折疱折都養葛聆 莎
引
訶

Ch． 
一A 行琳編 『釈教最上乗秘密 蔵陀羅尼集』（房山石経〉

　　　西 方極楽無量光如 来根本 陀羅尼

　　　  曩謨
引

喇怛曩睿怛鑼書夜
引
耶

一
曩 莫 阿斎哩野書阿

上
弭E多引

婆翡也 怛 他
引

　　　轗
引
夜

引
囃曷容帝 三 藐三 灘

引
也

三   怛馳 言他副囓 阿蜜瞬 帝
六

　　　阿
上
蜜噫 妬納婆言吠宅阿

上
麟 言多三 婆

去
吠

八
阿

上
蜜瞬 多難

九
阿

上
蜜

　　　慄言多悉第
＋

阿
上
蜜 喋言多帝 薺± 阿

上
蜜 喋書多尾 訖瞞看

合
帝主阿

上
蜜喋呑多

　　　尾訖噛書多識
引
弭寧晝

＋
阿

上
蜜喋言多識識 曩吉

引
喋底誉迦 噤去阿

上
蜜噪言多

　　　嫩
上
努鼻

入
娑囀言囎査◎薩 囀遏喇他書娑

引
駄寧美

＋
薩縛 羯磨吉礼書捨乞 叉書

　　　孕 迦曝宅
＋

娑囀看
合
賀裂

＋

　こ の 類 は 、十甘 露あるい は十一 甘露 よ り構成 され る最 も長い 阿弥陀陀羅尼 で 、

甘露句 お よび祈願句 にお い て 増広が 著 しい 。 同類 中で も、 資料  不空訳 『無量寿

如来 観行供養儀軌』（大正 蔵Ng930）に説かれ る 陀羅尼 は 、
「阿弥陀如来根本陀 羅尼」

ある い は 「十甘 露咒」 と呼ばれ 、 真言宗 をは じめ 、 多くの 仏教 宗派で常用読誦 さ

れる 。

　まず甘露句の 内容で あるが 、 漢訳資料         で は
一
貫 して 、 他類 に は見 られ

な い 「am ；tagarbhe 」 「amrtateje 」 「amrtadundubhisvare 」 の 句 が 増 広 さ れ 、

「gagapaklrtikare」 に 「am ；ta」 が 付 さ れ て 十 甘露 を説 く。 サ ン ス ク リ ッ ト資料

0   に は 、 帰命句 が な く、 基本形 に 比 べ て 「amrtagarbhe 」 が 欠落 し 、 代 わ りに

「amite 」 「amitateje 」 が くり返 され 、 十
一

甘露 とな っ て い る 。

　こ れ らの 甘 露句の 増広 は 、 無量光如 来の 徳性 を よ り強調す る た め に 加 え られ た

もの と推測 され る が 、 こ れ らの 語句 に込 め られ た 意味合 い や 、 思想 的 ソ
ー

ス につ
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い て は全 く不 明で あ る 。 松本 ［2GO6］は 、
「am ￥tadundubhisvarej につ い て 、 胎蔵 曼

荼羅 に 登 場す る天 鼓雷音 （divya・dundubhi−megha ｛nirgo ＄a ）との 関係 を指摘 する が 定か

で は ない 。 あ る い は 「dundubhisvare」 を仏 の 説法を象徴す る言 葉 と解す る な ら

ば 、 阿弥陀如来は説法の 徳 を担 うとす る 真雷密教 の伝統的解釈 とも深い 関連 を示

す こ とに な る31）
。

　次に祈願 句 で も、
「sarvarthasadhanej の

一
文が 増広 され 、 さ らに III　・　IV 類

に み られ る祈 願句 「sarvakleSak ＄ayamkare 」 に 「karma」 の
一
語が追加 されて お

り、 よ り陀羅尼 の もた らす利益性が 強調 され て い る 。

甘露句 陀羅尼

am τte
主8／24

a 瞰 todbh ＆ve 24／2楽

am τtasa卑 bhave 17／24

amrtagarbhe 4／24

am τtasiddhe 9／24

§

amrtatele 6／24

・ a曜 tav圭kr蝕 te 18／24

a腿 τtaga覧e 3／24

am τtavikrantagamine 2Q／24

amrtayurdade 4／24

（amrta ）gaganakirtikare2i ／24

a瞰 ta磁 鍛d繍掘 SV8re 6／24

　　　　　　　　　　　　　　　 以上 、 現存す る 全 24 種 類 の 阿弥 陀陀羅 尼 に

　 　　　　 　　　 　　　 　　　 つ い て 、 王〜 V 類 の 類 型 化 を試 み て き た 。 こ の

　　　　　　　　　　　　　　 比較 ・類 型化 を通 じて 、 阿弥陀陀羅尼 の 原初形

　　　　　　　　　　　　　　 態が朧 気なが ら見えて くる よ うに 思われ る 。

　　　　　　　　　　　　　　　 左 表 は 、 全 24 種 の 陀羅尼 に 含 まれ る甘露句

　　　　　　　　　　　　　　　に つ い て 、 その 有無 を まとめ た もの で ある 。
こ

　　　　　　　　　　　　　　　の うち全 て の 陀 羅 尼 に 共 通 す る 甘 露侮 は

　　　　　　　　　　　　　　　「amrtodbhavej で あ り、 「甘露か ら生 じた」 と

　　　　　　　　　　　　　　　い う性質が 、 もっ と も原初的概念 を伝 えて い る

　　　　　　　　　　　　　　　もの と考 え られ る 。 こ の よ うな概念 は 、
「乳 海

　　　　　　　　　　　　　　 攪拌j 等 の 古代 イ ン ド神話 に 深 く根 ざす もの と

　　　　　　　　　　　　　　 推湖 され る が実態 は不明 で あ り、 今後 さ らに礒

　　　　　　　　　　　　　　　究 され るべ き問題 と思 わ れる 32）
。

　　　　　　　　　　　　　　　　こ の 「amrtodbhave 」 に 次 い で 、
厂（amrta ）

gaganaklrtikare」 「amrtavikranta8amine 」 が 多 く用 い られ て お り、 阿 弥陀陀羅

尼 の 原形 は 、 こ れ らの 甘 露句 よ り成 る簡略な もの で あ っ た と考え られ る 。 現存す

る 資料 で い うな らば 、 王類 あ る い は II類の 陀羅尼が こ れ に近 い
。 そ して 現存す る

阿弥陀陀羅尼を概観す るか ぎり、 簡略な原形が 成立 し、 漸次 、 増広 され て い っ た

もの と考え られ る 。

　しか し、 現存する 阿弥陀陀羅尼の 多様性 か ら導 かれ る増広 過程は複雑で あ り、

イ ン ドにお ける 原形の 成立 後 、早 い 段階か らい くつ かの 異 なる ル ー トで 伝承 され

た と考え ざる をえな い 。 ある もの は原形に 近い すが た で保存され 、 ある もの は独

（34）
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自の 増広 を くり返 して 長大化 し 、 長短様々 な タ イ プの もの が 並行 して流布 した も

の と考 えられ る 。

　 また、 阿 弥陀 陀羅尼が 様 々 に伝承 され 、 増広 され ゆ く中で 、 鉤語 で あ る 「甘露

句」 につ い て も、
「amrta 」 と 「amita 」 とい う二 つ の 系統が 生 まれて きた よ うで

ある 。
こ の よ うな現 象は 、 い わゆ る 「阿弥陀」 の 原語 問題 に も少な か らず関係す

る の で 、 次項 に取 り上 げる こ とと したい
。

　4　 amrta と amita

　阿弥陀如来は 、 日本の み な らずア ジ ア で 広 く信仰 され た 仏尊で ある が 、 そ の 名

称で あ る 「阿弥陀」 の 原語 に つ い て は学会 にお い て も定説 を見 な い 。 こ の 原 語の

問題 につ い て 、 諸学者に よ り文献学的側面 、 言 語学 ・音 韻論的側面 か ら様 々 な学

説が 提示 され て きた 。 そ れ らの うち私見の 及ぶ 範囲で 、 主 要 な学説 を整理 す る と

次 の 四点 に集約 され る 。

  Am τta（Amrda ）説　　荻原 ［1908］ 岩松 ［1977］［1982ユ

　「阿弥 陀」 の 原 語 を amrta （甘露 ・不 死）に 由来す る俗 語 amita 、 また そ の 訛形 で

あ る amida の 音写 語 と した 。 特 に amrta の 不死 の 意味か ら amitayus 嘸 量寿）、

さ らに太陽崇拝 との 関係か ら amitabha （無量光）が 用 い られ る よ うに な っ た と指摘

した 。 岩松［1977］は 、 言語学的側面か ら amrta が俗 語化 した amrda と修正 した 。

  Amita 説　　矢吹［1911］ 望月 ［1930］ 真野 匚1975］ 色井 ［1978コ

　「阿弥陀」 の 原語 を amita （無量 ）と し 、 阿弥陀仏の 徳 i生と して amitayus （無量寿）、

さ らに amitabha （無量 光）の 語が 派生 した 。 こ の うち amitayus （無量 寿）とい う徳性

が 、 後世 、 不死 を意味する amrta と結 びつ い た と指摘 した 。

◎Amitayus・Amitabha説 　 藤 田［1970］匚1979］

　「阿弥陀」 の 原語 を amitayus 嘸 量寿）と amitabha （無量光）と定め 、 最後の シ ラブ

ル ーayus や 一ayur が 略 され て い る可能性等 を指摘 した 。 本 来 、　 amitayus 嘸 量寿）

と amitabha （無量光）は 、 別個 の グ ル ー プに属 し 、 こ の 二 つ を統合 す る た め に 「阿

弥陀」 の 名称 が用い られ た と推定 した 。

  Amidaha（amidE ）説　　阪本 ［1994］

　「阿弥陀」 の 原語 を Amitabha （無 量光）の Gandharl形 Amidaha と想 定 し、 そ の

訛形 で あ る amidaa ある い は amidi と した 。 こ の nom ／acc ．　sg ．で あ る amidau が

Skt化 し 、
　 amitayus （無量寿）と解釈 され た 。
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　先行研 究で は、 浄土系経典 を中心 に 、 阿弥 陀に 関す る様 々 な仏典上 の 用例が 提

示 さ れ て きた 。 その 中で も藤 田 ［1970］で は 、 諸 大乗経典、 さ ら に は密教 経典 に つ

い て 、 漢訳 の み な らず梵蔵 資料 まで 網 羅的 に検討 され て い る 。

　諸学者の うち、 本稿の 主 題 で あ る 阿弥 陀陀 羅尼 につ い て 言及 す る の は 、 荻 原

［1908］、 矢吹［1911］
、 色井 ［1978］で あ っ た 。 そ こ で は 、

『無量寿如来観行供養儀 軌』 に

説か れ る十甘露咒 を 中心 に検討 して お り、 等 しく 「阿弥陀陀羅尼 二 amrta −」 とい

う前提で 論 じられて きた 。

　 しか し 、 本稿に おい て 阿弥陀陀羅尼 に つ い て網羅的に検討 した とこ ろ 、 前に も

述 べ た よ うに 、 am τta一と amita 一と い う二 つ の タ イ プが現存す る とい う興味深 い

事実が 出て きた 。 本稿 で と りあ げた全 24種 の 阿弥陀 陀羅尼 の うち 、 amita 一タ イ

プ と判 断 され る 資料 を抜 きだ す と 、 意外 な こ と に 10種 に も上 っ た 。

［第v 類］Skt．　OAryydmitdbhanamαdharapt（聖 なる無量 光と名づ ける陀羅尼）

［第V 類］Skt．　e 　4rypamitabhandmadharant （g なる無量光と名づ ける陀羅尼）

［第IV類 ］Skt．  ！1  05榔 α吻の σs4励 砌 α（聖 な る頂 尊勝母 の 成就法 ）

［第皿類］Tib．  町瀛 箪怒 娩鄲 刷 蝋 嫺 愈鴨 w 曳『駅 世尊無量光の 陀羅尼真 言）

［第皿類 ］Tib．  駆qe閃解 網 麹 型研月 （無量 光の 随念）

［第皿類 ］Tib．  噸 w 輯州r鮒 w 貯 「闘 騨望鰰卵 簡毫刷

　　　　　　　 （聖 な る無量功徳 の 讃 嘆 と名 づ け る陀羅尼）

［第lv類］Tib．  q
『

欄
『靭承翠   酬 訟 鯉旧胴 （聖 なる頂尊勝母の成就法）

［第皿 類］Ch．  法 賢訳 『無量功徳陀羅尼 経』（無量 功徳陀羅尼）

［第 1類］Ch．  菩提流志 訳 『文殊師利法宝蔵陀羅尼経』（阿弥 陀如来陀羅尼 ）

［第 1類 ］Ch．  菩提流 志 訳 『文殊師利宝 蔵 陀羅尼 経』（阿弥陀如 来陀羅尼 ）

　本稿 で と りあ げた阿弥陀 陀羅尼 の うち、サ ン ス ク リ ッ ト資料の 全て 、 チ ベ ッ ト

資料 の 多くが 、 amita 一タ イ プ で あ っ た 。 漢訳音写 の 阿弥陀陀羅尼 につ い て は 、

そ の 原 語 の 特定が 困難 で あ る が 、 帰命句 に使 われ た 無量光如来の 音写語か ら33）
、

少な くと も資料   「阿彌多一
」、 資料   「阿弭移

一
」
34）、 資料  「阿弭多一

」   の 原

語 は 、 それぞれ amita 一で ある と判断 され た 。

　藤 田 ［1970］や 岩松 ［1977］で は 、 言語学 的に amrta 一が amita 一に転 訛する可 能性 を否

定 した が 、 検討の 結果 、 阿弥陀 陀羅 尼 で は 、 am τta一と amita 一との 深い 関 わ りが
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確認 され た 。 岩松 ［1982］に よれ ば、 こ の よ うな事例 は稀 で あ る が 、 他 に も 『現 在

賢劫千 仏名経』 に お い て 、 amita 一と amrta 一の 相 互転換 が 認 め られ る とい う。

　こ の 阿弥陀陀羅尼 の 中 に amrta 一と amita 一が並存す る事実か らは 、 い か なる こ

とが導か れる だ ろ うか 。

　阿弥陀に 関す る資料 を概観 す るか ぎり、 阿弥陀陀羅尼 は比較 的後代 に 成立 した

資料 と考え られ 、
「阿 弥陀」 の 原 語問題 に 直結 させ る こ とは難 しい

。 しか し、 阿

弥陀陀羅尼 自体の 成 立問題 に関 して は 、
い くつ か の 重要な知見 を得 る こ とがで き

る 。

　まず amrta 一と amita 一とい う二 つ の タ イプ に つ い て 、 それぞ れ 別個 に成立 した

とは考 えが た く、 い ずれ か が よ り古 い タイプ と 目され る 。 その 前後関係 を確定す

る こ と は難 しい が 、 そ れ ぞ れ の 陀羅尼 をお さめ る 資料 年代 を比 較す る か ぎ り、

amrta 一タ イプが 先 に あ り、 後 に amita 一タイ プに転訛 した蓋然性が 高い
。 しか も、

amrta 一と amita 一の 陀羅 尼 が 、 1 ・III・IV ・V の 諸類 に 混在す る事実を勘案する

な らば 、 そ の 転 訛 は 、 イ ン ドに お い て 成立後 、 比較的早い 段 階で 起 こ っ た現象 と

考 え られ る 。 そ して 、 こ の よ うな amita 一へ の 転訛 は 、 偶発的 な現象で は な く、

阿 弥 陀如 来 、 す な わ ち Amitayus ・Amitabha が 意識 され て の もの で あ っ た と推

測 され る 。

　先行研 究 に よれ ば 、 amrta 一と 「阿 弥陀」 の 結 び つ きを示す用 例 は 、 言語 的 な

転訛の 可 能性 は別 と して 、 実際 の 資料 中で は稀で あ り、 阿 弥陀陀羅尼 を除けば皆

無に 等 しい と い う。
こ の 点 に 注 目 した 矢吹 ［1911］、 望 月 ［193。］等 は 、

「阿 弥 陀」 と

amrta 一は 本 来 別 の もの と考 え 、 後代 、 特 に amitayus 憮 量寿）とい う側 面 か ら 、

am ＃a に結 びつ い た可能性 を指摘 して い る 。

　筆者 も、 こ の 説 に 同調 す る もの で あ り、 本来独 立 して あ っ た amrta 一の 聖言 が

先に あ り、 後世 、 阿弥陀信仰 の 伸展 をうけて 、
「阿 弥陀

一
」 の 陀羅尼 に変更 され

た もの と考 えて い る 。 す な わ ち 、 amitabha 嘸 量 光）へ の 帰命句が 冒頭 に付加 され

た こ とに よ り、 は じめ て 「阿弥陀陀羅尼 」 の 原形が成立 した の で ある 。
こ の こ と

は 同時 に 「甘露尊」 「甘露王」 と して の 阿弥 陀如来 の 成立 を意味 し、 後 に は甘露

壺 を手に す る 阿弥陀へ と展開 した もの と推測 され る 。

　その 後 、 am ；ta一タ イ プの 阿弥陀陀羅尼 は 、　 amitayus ・amitabha とい う阿弥陀

如 来 の 徳性を よ り色濃 く反映 して 、 amita 一タ イプ の 阿弥 陀陀羅尼 が登 場 して き

た もの と考え られ る 。
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最後に 阿弥陀陀羅尼 に 関す る 成立 図 を示 す と以下 の よ うに整理 され る 。

　 5　小　　結

　本稿 で は 、 従来あ ま り検討 され なか っ た サ ン ス ク リ ッ ト ・チベ ッ ト資料 を含め 、

全 24種 の 阿弥陀 陀羅尼 の 類 型化 を行 い 、 阿弥陀 陀羅尼 の 成 立 に 関する重 要な知

見 を得 る こ とが で きた 。

　先行研 究 に よれ ば 、 阿弥 陀如来 と amrta とを結 び つ ける 用例 は稀 で あ り、 阿

弥陀に 関する 多 くの 資料の 中で 、 阿弥陀 陀羅尼 は特異 な資料 と され て きた 。 こ の

よ うな視点に 立つ な らば 、 本来 、 amrta の 甘露句は 、 阿弥陀如来 とは 関係 な く、

独 立 した 聖 言 と して 存在 した蓋i然性が 高 い 。 そ して 、
こ の alnrta の 聖言 は 、

「amrtodbhave 」 な どの 数句か ら成 る簡単な もの で あ っ た と想定 され る 。

　 こ の amrta の 聖 言 は 、 後代 （5 世紀頃か ）、 阿弥陀信 仰 と結 びつ き、 無量 光 の 帰

命句が冠 され 、
「阿弥陀陀羅尼」 の 原 形が 成立 した もの と考 えられ る 。 さ らに 、

amrta 一タ イプの 阿弥 陀陀羅尼 は 、 阿 弥陀 如来 の 徳性 amitayus 　
・
　amitabha を反映

して 転 訛 し、 amita 一を く り返す陀羅尼が 登 場 して きた と推測 され る 。

参考資料

荻 原 ［1908］：荻原雲 來 「微 瑟紐 （vi§mu）と阿弥陀」（1908 年 ： 『新仏教』 9 ： 『荻原 雲來文

　　　　 集』 荻 原博士記念会 、pp ．221〜230）

矢吹［1911］：矢吹慶輝 『阿彌陀仏 の 研究』（1911年 ： 丙午出版社 、 pp．1〜16）

望月 ［1930］：望 月信亨 『浄土教の 起源及発達』（1930年 ：共立 社 、 pp ．450〜463）

田久保 ［1960］； 田久保周誉 『真言陀羅尼蔵の 解 説』（1960 年 ：豊 山教育財団 、 pp．35〜 36，

　　　　 111）

藤田 ［1970］：藤 田宏達 『原始浄 土思想 の 研 究』（1970年 ： 岩波書店 、 pp，287〜335）
真野 ［1975］：真野 龍海 「浄 土教 経典 の 文献 学的研 究一 阿 弥陀、称 名に つ い て

一
」（1975

　　　　 年 ： 『仏教 文化研究』 21 、 pp．1〜15）

（38）

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



CHISAN-KANGAKU-KAI 

NII-Electronic Library Service 

阿弥陀如来根本 陀羅尼 の 研 究 （佐 々 木）

岩松 ［1977］：岩松 浅夫 「阿弥陀仏の 原語 に つ い て
一 『大 阿弥陀経』 の 音写 漢字 か ら見 た

　　　　　「阿弥陀の 原語考」
一

」（1977年 ： 『仏教学』 4、 pp ，25〜49）

色井 匚1978］：色井秀譲 『浄土念仏源流考』（1978年 ：百華苑 、 pp，64〜72）

藤 田 ［1979］：藤 田宏達 「再び阿弥陀仏の 原語 に つ い て 」（1979 年 ：『仏教学』 7 、 pp．19〜45）

岩松 ［1982］：岩松 浅夫 「「無量」 と 「甘露」」（1982年 ： 『仏教教理 の研 究　田村芳朗博士

　　　　　還暦記念論集』、pp．183〜193）

廣川 ［1984］：廣川 堯敏 「四　浄土 三部経」（1984年 ： 牧田 諦亮 ・福井文雅 『講座 敦煌 7

　　　　　敦煌 と中国仏教』 大東出版社 、 pp ．81〜114）

阪 本 ［1994］：阪 本 （後 藤）純 子 「Sukhavativyaha」 の 韻 律 と言 語 ：歎 仏 偈 ・重 誓偈」

　　　　　（1994年 、『印度學佛教學研 究』 42−2、 pp，148〜 153）

松本 ［2006］：松本照敬 「「阿弥陀如来根本陀羅尼」 考」（2006年 ： 『成 田山 仏教研 究所紀

　　　　　要』 29、 pp．1〜24）

中御 門［2008］：中御 門敬教 「阿弥陀仏儀軌 書 にお ける往生観 の 受容 と統合
一 『無量寿如

　　　　　来観行供養儀軌』 を事例 として一
」（2008年 ： 『仏教文化研究』 52、pp，51〜72）

註

1）　栂尾 祥雲 『常用諸経典和解』（1914年 ：六大新報社 ）

　　坂田光全 『真言宗常用経典解説』（1948 年 ：高野山出版社）

　　田久保周誉 『真 言陀羅尼蔵 の 解説』（1960年 ：豊 IJI教 育財 団）

　　智山教化研 究所 『常用陀羅尼 と諸真言』（1970年 ：真言宗 智 山派宗務所）

　　真言宗豊 山派宗務所 『真言宗諸経要集解説』（1980年 ：真言宗豊 山派宗務所）

　　種智院大学密教学会 『梵字大鑑』（1983年 ：名著普及会）

　　八 田幸雄 『真言 事典』（1985年 ：平川 出版社）

　　有賀要延 『ダ ラ ニ 大辞典』（1992年 ：国書刊行会）

　　坂 田光全 『真言 宗　常用経典講義』（1997 年 ：東方出版）

　　木村俊彦 ・竹中智泰 『禅 宗の 陀羅尼』（1998年 ：大東出版社）

　　智山教化研究所 『《改訂増補版》常用陀羅尼 と諸真言』（2000年 ：真言宗智山派宗務所）

　　智山伝法院 『智山の 真言
一

常用経典に お ける真言の 解説一
』（2010年 ；智 山伝法院

　　選書 15）

2） 註記 1）に示 した 資料の 多 くは 、 現行 の 陀 羅尼 、 お よび 典拠 と な る儀 軌 に もとつ く

　　解説が 主 で ある 。 田久保 ［1960］や松本 ［2006］は 、 阿弥陀陀羅尼 の 漢訳 諸本を比較す

　　 る が 、 や は りサ ン ス ク リ ッ ト ・チ ベ ッ ト資料 につ い て は未検討で あ る 。

3）　厂  経典に 収め られ た もの （陀羅尼経）」 の 典型 と して は、「一切如 来身秘密全 身舎利

　　宝篋印陀羅尼」 や 厂仏頂尊勝 陀羅尼」 等の 名 を挙 げる こ とが で きる 。 た だ し 「仏頂
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　　尊勝陀羅尼」 は 、 陀羅尼 単体 として も広 く流通 した もの で あ り、  の 側 面 も兼ね て

　 　 い る 。

4） HP 厂東京大学綜合図書館所蔵　南 ア ジ ア
・
サ ン ス ク リッ ト語　写本デ

ー
タベ ース 」

　　（東京大学東洋文化研 究所　http：／／utlsktms ．ioc．u −tokyo ．acjp ／utlsktms ／）

　　書誌詳細 ：Paper，131eaves，61ines，33／8× 101／8　inch．，　Nepalese　character ，　modern

5） HP 「東京大学綜合図書館所蔵　南 ア ジ ア
・サ ン ス ク リ ッ ト語 　写本 デ ー タベ ー

ス 」

　　書誌詳細 ：Paper，　59　leaves，51ines，117／8 × 23／4　inch．，　Nepalese　character
，
　modern 、

　　　　　　　 Fragment ．　Numbered 　85−145，

6）　ed ．　B ．　Bhattacharya　Sdidhanamdildi： Ng，211 ／1η yo遡 おα ”がoッ s々δ4んα招 α（p．417
〜418）

　　Sadhanamdildiは 、　Abhayakaraguptaに よっ て 12世紀中頃に編纂 された 。

7）　 Derge（Taipei．　ed ），Toh．　Ng595，　Pha　237b4−242a6

　　Ch．  法天 訳 『仏説
一

切如 来烏瑟膩沙最勝総持経』 の チ ベ ッ ト異訳 。

8）　Derge （Taipei．　ed ），Toh ．　N Ω677，　Tengyur ，　rgyu （1，　Ba 　222b！−222b6　Cf．　Toh ，　Ng864

　　イ ン ド名 ：Bhagavan　amitdbhadharanimantra

9）　Derge（TaipeL　ed ），Toh，　Ng678，　Tengyur，　rgyud ，　Ba　222b6−223a1

　　イ ン ド名 ：Amitabhanus〃zrti 　＊ 中御門 ［2008］の 註記 102）に和訳 が記載 され る 。

10）　Derge（Taipei．　ed ），Toh．　Ng679，　Tengyur，　rgyud ，　Ba　222b6−223al　Cf．　Toh．　Ng851

　　イン ド名 ：ArytParimitagundnuSa｝？zsdidhdrani ＊ 中御門［2008］の 註記 102）に和訳

　　が記載され る 。

11）　Derge（Taipei，　ed ），Toh，　Ng3601，　Tengyur，　rgyud ，　mu 　226b1−227a7

　　Sddhanamdildi所 収 の Skt．  ．4η ッo躍 醜 吻 の 廊 24加 紹 の チ ベ ッ ト訳 。

12） 『大 正蔵経』 vol ．12．　NQ366．　pp ．　346b−348b弘始 四年 （402）年の 漢訳 。

13） 『大正蔵 経』 vol ．12．　Ng368，　pp ．351c−352a

　　廣川 ［1984］は、元嘉三 十年 （453）漢訳で は な く宋代成 立 と推 定 。

14） 『大正蔵経』 voL 　12，　Ng369，　pp．　352a−352b年代不詳 。

15） 『大正 蔵経』 voL 　18，　Ng901，　pp．800a−802c永徽四 年 （653）の 漢訳 。

16） 『大正蔵経』 vol ．19，　Ng930，　pp ．　67b−72b開元二 十八 年 （740）〜大暦六年 （771）の 漢訳。

17） 『大正 蔵経』 vol ．19，　Ng934，　pp．　80a−b 開宝六 年（973）〜成平四年 （1001）の 漢訳 。

18） 『大正蔵経』 vo1 ．19，　Ng978，　pp．407b−409c

　　開宝 六 年（973）〜咸平四年 （1001）の 漢訳 。 Tib  の 漢訳 。

19） 『大正蔵経』 vol ．20，　NΩ1185A，　pp．791b−797c

　　景龍四 年（710）の 漢訳 とされ る が 、 内容的に 中国撰述 の 可能性あ り。

20）　 『大正蔵経』 voL 　20，　N旦1185B，　pp．　798a−807b別名 「文殊師利菩薩八 字三 昧法」。

21） 『大正蔵経』 voL 　21
，
　Ng1317

，
　p．468c 廣川 ［1984］で は 695〜704 年の 漢訳 と記載 。
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22）　『大正 蔵経』 vol ．46，　Ng！956，　pp．1007b− 1013b 天慶七 年（1199）の 成立 。

23） 『大正蔵経』 vol ．53，　Ng2122，　pp，735b−736b（呪術編 第六 十八 ・阿 弥陀部第三）

　　総章元年 （668）の 成立 。

24） 『大正蔵経』 vol ，85，　NΩ2827，　pp．1242c− 1244b（仏説 阿弥陀経）総章元年（668）の 成立 。

25）　『卍続蔵経』 vol ，3，　pp．414a−416a

　　廣川 匚1984］は 、菩提流支 （508年頃）訳で は な く、 宋代 1173年以降成立 と推定 。

26）　『房 山明呪集』 voL 　1，　pp．186−189

　　『釈教最上 乗秘 密蔵陀 羅尼集』 全 30巻 は、唐 照 宗 （867〜904 ：在位 888〜904）の 治

　　世 、 光化元年 （898）に三 蔵沙門行琳 に よ っ て編 纂 ・完成 された 。 同書に は 、
二 種の

　　阿弥陀陀羅尼が 収載 されて お り、皇統七年 （1147）まで に房 山 に石 刻され た と伝 える 。

27） 第 4 項 「amrta と amita 」 で 取 り上 げ る よ うに 、 阿弥 陀 陀 羅尼 に は 「amrta 」（甘

　　露）で は な く、 「amita 」（無量）を く り返す タ イ プ も存在す る が 、 本稿で は 便宜 上 、

　　「甘露句」 とい う呼称で 統
一

した 。

28）　こ の 「amrtasiddhabhave 」 に類似 す る甘 露 句 と して 、　V 類 の 「amrtasiddhe 」 が

　 　 ある 。

29） 資料       の 音写語 は ほぼ 一致 して お り、  の 陀羅尼が 「阿弥陀呪」 として 後世 、

　　『法苑珠林』（大正 蔵NΩ934）や 『浄土 五 会念 仏 誦経観 行儀』（大 正 蔵 Ng2122）に 取 りこ

　　 まれ た もの と推測 され る 。

30） 拙論 「「仏頂尊勝母成就法」 の 研究」（2010年 ：『智 山学報』 59）参照 。

31） 真言密教 で は 、 阿弥陀如来 （＝ 無量寿如来 ・観 自在王如 来）に つ い て 、 智慧や 灌頂

　　とともに転法輪 ・説法の 徳 を司 る尊 と位置づ けて きたが 、 こ れは 主 に金剛頂 系の 密

　　教に 由来する もの と考えられ る 。 例えば 、 金剛界曼荼羅の 典拠 の ひ とつ で ある 『真

　　実摂経』 で は、阿弥 陀如 来 の 四親 近 と して 、 金剛法 （vajradharma ）・金 剛利 （vajra −

　　tik＄na ）・金 剛 因 （vajrahetu ）・金剛語 （vajrabha ＄a）を挙 げて お り、転 法 輪 ・説 法 と

　　の 深い 関わ りを示す。 不 空訳 『略述 金剛頂瑜伽 分別 聖位修証 法門 』 で は 、
「観 自在

　　王 の 加 持 に 由 り、 語 輪 よ く無量 修多羅法 門 を説 く」（『大 正蔵 経』 vol ．18，　N Ω870，　p．

　　291a）と も記 され る 。 阿弥 陀 と説法の 関係に つ い て は文献上 、 さ らに 遡 る こ とが可

　　能 で あ り、654年訳 出の 阿地瞿多訳 『陀羅尼集経』 巻 二 「阿弥陀仏大 思惟経 」 で は 、

　　説 法印を結ぶ 阿 弥陀 とい う特殊 な図様が説 かれ る （『大正蔵経』 vol ，18，　N Ω901，　pp．

　　800c）。

32）　智山教化研 究所 『＜＜改訂増補 版》常用 陀羅尼 と諸真言』（p，24）で は 、 甘露句に つ い て 、

　　 イン ド神話 と結 び つ け 、
「『リグ ・ヴ ェ

ーダ聖典』 の 神話 で は、甘 露 はそれ を飲 め ば

　　不死 が得 られ る バ ラモ ン の 飲料 ソ
ー

マ （soma ）酒の こ と で あ っ た 。 こ こ で は永 遠 の

　　生 命 を持つ 無量光如来 を指す」 と解 説 して い る 。 同解説 本で は また 、
「tejas」 を光 、
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　　「vikrantagamin 」 を太 陽 の 運 行、 「dundubhisvara」 を雷 音 と して 、 自然 現象 との

　　関係 を指摘 して い る 。

　　　また智 山伝法 院 『智 山 の 真 言一 常 用経 典 に お け る 真 言 の 解 説
一

』 で は、特 に

　　「amrtavikrante 」 「amrtavikrantagamine 」 と い う歩行 に 関 わ る 甘露句 に つ い て 、

　　Visnu神が世界 を三 歩で 踏破 した とい う神話 に 由来する 可 能性 を指摘 して い る。

33） 無量 光如来（amitabhaya 　tathagataya ）の 音 写 語 に つ い て 、資料  「阿彌多
引
婆

引
野

　　
二

恒他
引
議 多

引
野

三

」、 資料  「弭 移婆
去
野 怛他肇「多野」、資料  「阿奏弭多奉婆臺野

　　怛他藁萋多藁野」 とな っ て い る 。

34） 資料  の 陀羅尼 に は 、
『大正蔵経』 お よび 『卍蔵経』（12−4）を見 る か ぎり、 amyta 一

　　と amita 一の 語句が 混在 して お り、

一 句 目の み 「阿蜜 哩都 納婆
二 合

吠震
閉
」 すな わ ち

　　amrta −（甘露）とな っ て い る 。

〈キ ー
ワ

ー ド〉阿弥陀如来根本陀羅尼（十甘露 咒 ；阿弥陀陀羅尼）、甘露 （amyta ）、

　　amitabha （無量光）、　amitayus （無量寿）、 仏頂 尊勝陀羅尼
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